
平成３０年度 第３回福崎町地域公共交通活性化協議会会議次第 

日 時  平成３０年１２月２７日(木)14:00～ 

場 所  福崎町役場２階 大会議室 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 報告事項 

（１）H30.10.1再編及び公共交通利用促進施策の取り組み状況について （資料１）

    （２）サルビア号及び大学バスの利用状況等について         （資料２）

    （３）来年度に向けての取り組み（案）について          （資料３）

    （４）姫路市夢前町前之庄地域ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型乗合ﾀｸｼｰの社会実験について （パンフレット）

４ その他   

（１）第39回ＥＳＴ創発セミナー ｉｎ姫路［近畿］開催のお知らせ    （開催チラシ） 

５ 閉  会 

【配布資料】 

・会議次第

・座席位置表及び委員名

・資料１ H30.10.1 再編及び公共交通利用促進施策の取り組み状況について

・資料２ サルビア号及び大学バスの利用状況等について  

・資料３ 来年度に向けての取り組み（案）について   

・姫路市夢前町前之庄地域ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型乗合ﾀｸｼｰの社会実験について（パンフレット）

・第39回ＥＳＴ創発セミナー ｉｎ姫路［近畿］開催のお知らせ（開催チラシ） 

・巡回バス等時刻表及び利用促進チラシ  



兵庫県県土整備部
交通政策課　正垣副課長 ○ ○福崎町　尾﨑副町長

○

兵庫県　中播磨県民ｾﾝﾀｰ
當舎　企画調整担当所長補佐 ○ ○福崎町　吉栖技監

福崎警察署　交通課
新田　課長 ○ ○福崎町議会

小林　議員

JR西日本福崎駅
永井　副駅長 ○ ○福崎町議会

三輪　議員

兵庫県タクシー協会
依藤　西播支部副支部長
（神崎交通株式会社）

○ ○

○ ○ ○ ○

　　　　〇

　　　　〇 受　付

　　　　〇 〇　　〇

出
入
口

姫

路

市

○

○

○

○

事

務

局

○

○

座　　席　　位　　置　　表（大会議室）　H30.12.27開催分

松本会長

〇

事

務

局

神戸運輸幹部兵庫陸運部
岩野　主席運輸企画専門官 〇

福崎町商工会
谷口 会長

福崎町老人クラブ

連合会 藤岡会長

傍
聴
席

神姫バス株式会社
魚谷 所長

福崎町区長会
黒田 副会長

兵庫県バス協会
中澤 理事































報告事項（２）

サルビア号及び大学バスの利用状況等について

平成３０年度 第３回地域公共交通活性化協議会資料

平成３０年１２月２７日（木）
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（資料２）
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報告事項（３）

来年度に向けての取り組み（案）について

平成３０年度 第３回地域公共交通活性化協議会資料

平成３０年１２月２７日（木）
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（資料３）



［運行関係（案）］

□まちなか便：①休憩場所を午前中はもちむぎのやかたに変更
午後は図書館に変更（時刻表変更）

②予備車対応の検討等

□川西便 ：①乗り継ぎ負担の軽減検討
②バス停増検討（山崎２箇所、神谷）

□川東便 ：バス停増の検討

□買い物便 ：フリー降車路線の検討

□市川町連携コミバス・大学バス：広報活動の継続

□姫路市連携コミバス：運行研究等
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［その他（案）］

〇時刻表改編（２０１９．１０．１改編予定）

〇利用促進チラシ作成の検討（２０１９年度版）

〇公共交通総合ＨＰのメンテ及び広報活動

〇コミバスサポーターの募集継続

〇モビリティマネジメント活動の継続

（出前講座等による利用者説明会など）
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姫路市における地域公共交通の導入について 

１．姫路市の現況と課題 

本市では、郊外部を中心に、徒歩で最寄りの駅やバス停にアクセスすることが難しい地域

（公共交通空白地域）や公共交通の運行頻度が極めて少なく利用しにくい地域（公共交通不

便地域）が散在していることから、将来のまちづくりの方向を見据えた交通体系の構築に向

け、公共交通を中心とした総合的な交通計画（姫路市総合交通計画）において優先的に地域

公共交通を導入検討する１０地域を定め、取り組みを進めています。 

 今後、高齢化の進展などにより、交通空白・不便地域においても自動車に頼らない交通手

段を確保することが重要な課題となっています。 

２．事業目的 

 社会活動の基本となる「移動の自由」の確保について、地域特性に対応した多様な事業手

法を用いた地域公共交通を導入します。 

３．基本方針 

 １）一定規模の面積・人口が集積した郊外の地域を対象とする。 

 ２）移動需要に応じた公共交通手段の導入を進める。 

 ３）既存の公共交通機関（鉄道・路線バス等）との共存を図る。 

 ４）住民の参画と協働を条件とする。 

４．これまでの取り組み 

平成２２年４月より、香寺地域と家島地域において市内初のコミュニティバスによる社会

実験運行を行い、その後、飾東地域、坊勢地域でも社会実験を実施しました。 

家島、坊勢地域においては、利用者数が目標を上回る結果が得られたことから本格運行に

移行する一方、香寺、飾東地域では目標を下回ることとなり、社会実験後に休止となりまし

た。 

＜４地域における社会実験の結果概要＞ 

地域 車両数 ルート数 人口 目標値 実績値 備考 

香寺 2 両 3～5 約 20,000 人 130 人/日 33 人/日 実験後休止 

家島 2 両 2 約 4,000 人 60 人/日 65 人/日 本格運行へ移行 

飾東 2 両 2～4 約 8,000 人 70 人/日 8 人/日 実験後休止 

坊勢 1 両 1 約 2,500 人 25 人/日 32 人/日 本格運行へ移行 

５．コミュニティバス等地域公共交通導入ガイドラインの策定 

４地域の社会実験での結果や知見を基に、持続性の高いコミュニティバス等地域公共交通

を実現するため、導入検討手順を明確化し、身の丈にあった運行計画立案の指針となること

を目的として、平成２７年１０月に「コミュニティバス等地域公共交通の導入ガイドライン」

を策定しました。 

ガイドライン策定後、市内自治会に対して地元説明会を実施したところ、夢前町前之庄地

域の連合自治会より導入検討の依頼を受け、平成２８年度よりデマンド型乗合タクシーの導

入に向けた協議を開始しました。 

６．運行計画の検討 

 運行計画の策定にあたり、利用希望者を自治会にて抽出いただき個別に利用目的等のヒア

リングを実施しました。その結果、夢前地域の生活圏域が福崎町と一体的であり、福崎町へ

の移動需要が見込まれたことから、既存の公共交通空白部分を繋ぐ交通手段の確保と移動先

での交通手段の連携について検討を進めることとしました。 

夢前町 

前之庄地域 












